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Ⅰ 事業総括 

     

平成29年度は、各事業とも概ね当初計画通りの事業運営を行った。 

調査啓発事業では、剪定枝処理事業や新資源化技術導入に関する調査研究を、また広報活動 

や各種イベントへの参加など普及啓発活動を計画通り実施した。 

不燃プリペイド袋リサイクル事業及び資源化事業については、各施設とも概ね当初計画どお 

りの資源物を受入れ、安定した運営を行った。 

事業系ごみ収集運搬事業における収集量（㎥）は、前年度実績比で 1.5％の増（計画比 1.5％

増）、重量では1.4％の増（計画比1.5％増）となった。 

   

重点項目の実施結果 

（１）事業系ごみ収集運搬事業の効率化 

効率の悪い収集コースの見直しを行うとともに、1 回当たりの収集量の少ない事業所に対

して電話注文による収集への変更や収集回数見直し等、収集実績に応じた収集回数の変更折

衝などを行った。 

（２）設備・システムの計画的な更新・保全 

   施設整備計画に沿い、中沼資源選別センターでは、No1 受入コンベア、駒岡資源選別セン

ターでは中央操作室監視装置、No1鉄圧縮機等の設備の更新を行った。 

（３）新たなリサイクルへの研究開発 

資源ごみ（紙くず、木くず、プラスチック）の搬入量が減少している資源化工場について、

固形燃料の原料確保に関する調査研究として札幌市が収集する「枝・葉・草」をリサイクル

する過程で発生するビニール袋等の残さや、刈草等を活用した固形燃料の試験製造と成分分

析を行った。 

（４）顧客や市民への積極的な情報発信と多様なニーズへの対応 

   市民の引越しごみなど「家庭系一時多量ごみ」の収集について、高齢者などから持ち出し

できない市民の要望に応え専門業者と連携し「運び出し作業（有料）サービス」の提供を開

始した。 

また、市内の小学生が描いた「びん・缶・ペットボトルリサイクル」の啓発ポスターをご

み収集車にラッピングした「走る掲示板」による啓発活動を行った。また、啓発ポスター全

作品を札幌駅前通地下広場（チカホ）に展示した。 

（５）事務・事業の見直し及び経費の節減 

排出事業者からの問合せや不適物残置等の情報を代行業者と共有するため、グループウェ

アや業務管理システムを活用し情報伝達方法の改善を図り、電話連絡本数削減および事務の

効率化につなげた。 
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Ⅱ 事業報告 

１ 調査啓発事業 （決算額 59,373,555円） 

■ 調査研究事業 

    ① 剪定枝等処理事業に関する調査研究 

    剪定枝等処理事業は順調な事業運営を行っているが、今後の事業運営についても、

受入量の変動や需要先の増減等に影響されることなく円滑に行うため、下記の調査研

究を行った。 

ⅰ）剪定枝チップの有効活用方法に関する調査研究 

「剪定枝チップの需要に関する調査」を実施した結果、剪定枝チップの新規購入を 

検討したり、新たな活用方法を模索している事業者がいることが分かった。 

ⅱ）剪定枝チップ燃焼試験 

  燃料としての剪定枝チップの利用拡大を図るため、熱供給事業者のボイラ設備を

利用して剪定枝チップの燃焼状況確認等の調査を実施した。 

ⅲ）粉砕機ハンマーに関する調査研究 

  剪定枝粉砕機のハンマーは年間に3～4回の交換を行うが、交換回数削減や効率的

な処理によりコストダウンを図るため、従前と形状や材質の違うハンマーを試作し、

摩耗状況等の調査を行った。 

 

   ② 新資源化技術導入に関する調査研究 

    札幌市と連携しながら、バイオコークス製造等に関する検証試験を実施した。 

また、固形燃料の原料確保に関する調査研究として、札幌市が収集する「枝・葉・草」 

をリサイクルする過程で発生するビニール袋等の残さや、刈草等を活用した固形燃料 

の試験製造と成分分析を行った。 

 

   ③ 不燃用プリペイド袋の組成等調査 

びん・缶・ペットボトル等の再生可能品の排出状況や不適物の混入状況調査及び収集 

エリアの排出状況の比較を行うため、組成等調査を行った。 

 

■ 普及啓発活動 

ごみ減量及びリサイクル、公社の事業内容についてホームページや各種イベントによ

り普及・啓発を行った。 

 

① 広報活動 

ⅰ）公社の事業方針、事業計画及び実績等を取りまとめた「事業概要」250部を発行し、

関係機関等に配付した。 
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ⅱ）各リサイクル施設で実施する資源物等の組成調査、固形燃料の成分分析等及び調査研

究結果を取りまとめた「平成28年度データ集」150部を発行し、関係機関等に配付し

た。 

ⅲ）公社が収集運搬を行う事業系ごみの分別やリサイクルに関する取組等を紹介した情報

誌「アンパス第16号」6,500部を発行し、顧客等に配付した。 

ⅳ）市内の小学４年生児童が描いた「びん・缶・ペットボトルのリサイクル」をテーマに

した啓発ポスターをごみ収集車にラッピングして、「走る掲示板」として啓発活動を行

った。 

また、啓発ポスターの全作品を札幌駅前通地下広場（チ･カ･ホ）に展示した。 

ⅴ）市内小学校の４年生全員に環境学習の参考資料として、びん・缶・ペットボトルの選

別とリサイクルを紹介した「キッズパンフレット」17,000部を提供した。 

ⅵ）ホームページを適宜改定し、ごみの減量・資源物のリサイクル推進、事業系ごみの収

集運搬に係る情報などを発信した。 

 

② 各種イベントへの参加 

ⅰ）市民の環境意識向上等を目的としたイベント「環境広場さっぽろ2017」に出展し、び

ん・缶・ペットボトル選別事業の紹介を行った。 

ⅱ）「かんきょうみらいカップ2017」、「さっぽろこども環境コンテスト2017」等のイベン 

トに協賛するとともに、雑誌等の各種広告媒体を活用し、ごみ減量やリサイクル等の 

普及啓発を行った。 

 

③ 見学者の施設案内 

ごみの適正処理やリサイクルの普及活動として各施設への見学者を受け入れており、

平成29年度も「ごみ・リサイクル」を学習するカリキュラムとして主に小学4年生な

ど、数多くの見学者を受け入れた。 
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２ 不燃用プリペイド袋リサイクル事業 （決算額 57,436,910円） 
 

 ■ 事業の概要 

本事業は、札幌市内の少量排出事業所から排出される不燃用プリペイド袋のごみの中から、

資源物を手選別しリサイクルを図る事業で、札幌市ごみ資源化工場敷地内において、公社の

自主事業として平成21年4月から実施し、平成24年度からは、公益目的支出計画の実施事

業として行っている。 

それまで不燃用プリペイド袋で収集されるごみは、札幌市の処理場で埋立処分されていた

が、これら不燃ごみの中のびん・缶・ペットボトル等の再生可能な資源物を選別することで

リサイクルの推進と埋立地の延命化が図られている。 

 

■ 29年度の実績 

平成 29 年度の不燃用プリペイド袋受入量は、計画量 2,190ｔに対し 2,237ｔで、前年度

2,255ｔに対して 0.8％の減少となった。資源物の選別量は848ｔで、前年度 455ｔに対して

86.1％の増加となった。 

不燃用プリペイド袋に混入しているびん・缶・ペットボトルは選別後、中沼資源選別セン

ターへ搬入し、リサイクル業者へ引き渡した。 

また、一斗缶等のその他金属は業者へ売却、ビニール類等の軟質系プラスチック類は固形

燃料の原料として再資源化を図った。 

 

【図2-1 平成29年度 不燃用プリペイド袋処理実績フロー図】 
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≪グラフ2-1 資源物・残さ搬出割合≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪グラフ2-2 不燃用プリペイド袋受入量と資源物搬出量（年度別）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

2,441 2,335 2,334 2,255 2,237 

468 406 
342 

456 

848 

（単位：ｔ）

受入量 資源物搬出量

びん･缶･ﾍﾟｯﾄ

16.2％

その他金属

5.6％

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

14.8％

残さ

63.4％



- 6 - 

 

３ 資源化事業 （決算額 1,168,806,319円） 

３－１ 剪定枝等処理事業 （決算額 60,973,040円） 

 

 ■ 事業の概要 

本事業は、これまで焼却や埋立処分されてきた剪定枝、伐採木などをチップ化してリサイ

クルを図る事業で、札幌市ごみ資源化工場の破砕施設を使用して、公社自主事業として平成

20年10月から実施している。 

搬入された剪定枝や伐採木などは、破砕処理等の工程を経て、大きさ45㎜以下のチップに

加工し、堆肥や木質燃料、畜舎の敷きわらなどに利用されている。 

 

■ 29年度の実績 

平成29年度の剪定枝等受入量は、計画量7,000tに対し8,551ｔで、前年度7,614ｔに対し 

12.3％の増加となる受入量であった。 

また、剪定枝等チップの出荷量は、計画量6,500tに対し6,767ｔで、前年度7,018ｔに比 

べ3.6％の減少となった。 

 

 

【図3-1 平成29年度 剪定枝等処理実績フロー図】 
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≪グラフ3-1 年度別剪定枝等受入量≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪グラフ3-2 年度別チップ出荷量≫ 
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３－２ びん・缶・ペットボトル選別事業 （決算額 933,341,966円） 

 ■ 事業の概要 

本事業は、札幌市が平成 10 年から開始した｢びん･缶･ペットボトル｣の分別収集に合わせ

て、混合収集されたびん･缶･ペットボトルを種類毎に選別する事業で、公社が東区中沼と南

区駒岡の2ヶ所に建設した資源選別センターにおいて､平成10年10月から実施している。 

家庭から排出されるびん･缶･ペットボトルの処理は札幌市からの受託事業として、事業所

から排出されるものの処理は公社自主事業として実施している。また、不燃用プリペイド袋

リサイクル事業で選別されたびん･缶･ペットボトルは、中沼センターで再選別を行っている。 

びん・缶・ペットボトルは、国及び（公財）容器包装リサイクル協会が定める分別基準に

より選別・圧縮・梱包等の処理を行い、再商品化事業者へ引渡し再生利用を図っている。 

 

①びん類～白・茶・その他びんに分け、家庭系（市）は指定法人ルートで、事業系（公社）

は直接リサイクル事業者に引き渡し、それぞれ再生利用を図った。 

②缶類～家庭系及び事業系ともに、リサイクル事業者に引き渡し再生利用を図った。 

③ペットボトル～家庭系は指定法人ルートで、事業系は直接リサイクル事業者に引き渡し 

再生利用を図った。 

 

■ 29年度の実績 

平成29年度の資源物の全体受入量は、計画量34,620ｔに対し35,145ｔ（家庭系 33,496t、

事業系 1,649t）であり、選別搬出された資源物は計画量 25,030ｔに対し、びん類 11,777t

（白びん4,474t、茶びん3,890t、その他びん3,413t）、缶類6,223t（アルミ缶3,761t、ス

チール缶2,462t）、ペットボトル7,500tの合計25,500tであった。 

   

【図3-2 平成29年度 びん・缶・ペットボトル選別センター選別実績フロー図】 
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≪グラフ3-3 びん･缶･ペット受入量（年度別）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪グラフ3-4 資源物搬出量（年度別）≫ 
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３－３ 施設管理受託事業 （決算額149,552,378円） 

平成29年度は、札幌市の５施設の施設管理（総括管理）業務を受託し、同市のごみ処理計画

及び運転・運搬計画等に基づき、次の事業を実施した。 

 

（１）ごみ資源化工場ほか施設管理事業 （決算額 79,483,933円） 

  ■ 事業の概要 

札幌市は、事業系の木くず等の適正処理及び再資源化を図るため、平成２年３月にごみ

資源化工場を建設し、全国に先駆けて事業系の木くず、紙くず等を利用して固形燃料（Ｒ

ＤＦ）を生産している。なお、運転業務は市が業者に委託している。 

本事業は、札幌市からの受託業務として、搬入ごみの計量業務、手数料の徴収業務、同

市が別途発注している関連業務の管理等、ごみ資源化工場と篠路破砕工場等の施設運営に

関する総括管理等の業務を実施している。 

 

■ 29年度の実績－ごみ資源化工場 

平成29年度のごみ受入量は、計画量16,900tに対し16,129ｔで、前年度16,728ｔに比

べ3.6％の減少となった。受入量の内訳は、木くずが2,326ｔ、紙くずが9,267ｔ、廃プラ

スチックが638ｔ、雑がみ残さが3,898ｔであった。 

固形燃料の出荷量は、計画量15,200tに対し13,705ｔで、前年度13,143ｔに比べ4.3％ 

の増加となった。また、生産した固形燃料は、北海道地域暖房㈱に出荷した。 

 

    （受入量及び出荷・処分量） 

       ・ごみ受入     16,129ｔ 13,866台     一般廃棄物： 11,083台 

                                産業廃棄物：  2,783台 

       ・固形燃料出荷        13,705ｔ  1,661台 

       ・残さ処分      1,187ｔ   349台 

 

【図3-3 平成29年度 ごみ資源化工場処理実績フロー図】 
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≪グラフ3-5 ごみ資源化工場受入量（年度別）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪グラフ3-6 固形燃料出荷量（年度別）≫ 
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■ 29年度の実績－篠路破砕工場 

平成29年度の篠路破砕工場ごみ受入量は、計画量12,600tに対し12,160ｔで、前年度 

13,920ｔに比べ12.6％の減少となった。 

受入量の内訳は、大型ごみが3,104ｔ、燃やせないごみが774ｔ、地域清掃ごみが10ｔ、

許可業者が993t、自己搬入ごみが6,991ｔ、各施設残さが288tであった。 

搬出量は14,303tで内訳は、金属(鉄)が844t、可燃物が13,459tであった。 

 

（受入量及び搬出・処分量） 

     ・ごみ受入      12,160ｔ 25,398台 

     ・金属(鉄)搬出    844ｔ   118台 

     ・可燃物処分      13,459ｔ  3,466台 

 

 

 

【図3-4 平成29年度 篠路破砕工場処理実績フロー図】 
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≪グラフ3-7 篠路破砕工場受入量（年度別）≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

≪グラフ3-8 篠路破砕工場搬出量（年度別）≫ 
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（２）中沼プラスチック選別センター施設管理事業 （決算額 30,328,050円） 

  ■ 事業の概要 

札幌市は家庭系「容器包装プラスチック」の分別収集の開始に合わせて、平成12年に、

中間処理施設である中沼プラスチック選別センターを建設し、プラスチックの選別を行っ

ている。なお、運転業務は市が業者に委託している。 

容器包装プラスチックは、国及び（公財）容器包装リサイクル協会が定める分別基準に

より、選別・圧縮・梱包等の処理を行い、同協会を通じて再商品化事業者に引き渡され、 

再生プラスチックや高炉還元剤などにリサイクルされている。 

本事業は、札幌市からの受託事業として、同市が別途発注している関連業務の管理を含

めた当センターの施設運営に関する総括管理等の業務を実施している。 

 

■ 29年度の実績 

平成29年度の容器包装プラスチック受入量は、計画量28,300ｔに対し29,262ｔで、前

年度29,072ｔに対し0.65%増加した。選別後に圧縮梱包されて再商品化事業者等に引き渡

された分別基準適合物の量は、計画量 25,912ｔに対し 26,735ｔで、前年度 26,615ｔに比

べ0.45％の増加となった。 

また、平成29年度は2,197人の見学者を迎え、施設の見学及びリサイクルの情報提供を

通してプラスチックリサイクルの啓発を行った。 

  

 

【図3-5 平成29年度 中沼プラスチック選別センター処理実績フロー図】 
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≪グラフ3-9 容器包装プラスチック受入量（年度別）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪グラフ3-10 容器包装プラスチック(圧縮梱包品)搬出量（年度別）≫ 
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（３）中沼雑がみ選別センター施設管理事業 （決算額 17,761,955円） 

  ■ 事業の概要 

札幌市は家庭系「雑がみ」の分別収集の開始に合わせて、平成21年に、旧建設系廃材リ

サイクルセンターを中間処理施設である中沼雑がみ選別センターに改修し、雑がみの選別

を行っている。なお、運転業務は市が業者に委託している。 

収集された雑がみは、選別・圧縮・梱包され、再生紙や固形燃料（ＲＤＦ）の原料とし

てリサイクルされている。 

また、当センターにおいては、手選別作業の一部を、知的障がい者の雇用を促進する目

的で、札幌市が福祉団体に委託している。 

    本事業は、札幌市からの受託事業として、同市が別途発注している関連業務の管理を含

めた当センターの施設運営に関する総括管理等の業務を行っている。 

 

■ 29年度の実績 

平成29年度の雑がみ受入量は、計画量10,630ｔに対し11,440ｔで、前年度11,649ｔに

比べ 1.8％の減少となった。選別後に圧縮梱包されてリサイクル事業者に引き渡された雑

がみは、計画量8,200ｔに対し8,989ｔで、前年度8,900ｔに比べ1.0％の増加、また主要

古紙は、計画量430ｔに対し385ｔで、前年度442ｔに比べ12.9％の減少となった。 

 

 

【図3-6 平成29年度 中沼雑がみ選別センター処理実績フロー図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾘｻｲｸﾙへ 8,989 t (80.7%)

（8,046 個）

受入 ﾘｻｲｸﾙへ 385 t (3.5%)

（484 個）

ﾘｻｲｸﾙへ

処分へ

(15.8%)

(0.0%)2 t 

雑がみ 11,440 t 
主要古紙
（圧縮梱包品）

中沼雑がみ
選別センター

雑がみ
（圧縮梱包品）

残さ

固形燃料原料 1,765 t 



- 17 - 

 

≪グラフ3-11 雑がみ受入量（年度別）≫ 

 

※ 平成21年度は、7月～3月までの受入量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪グラフ3-12 雑がみ等搬出量（年度別）≫ 
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（４）札幌市リサイクル団地管理事業 （決算額 21,978,440円） 

  ■ 事業の概要 

札幌市リサイクル団地は、廃棄物の適正処理・リサイクルを総合的に推進するモデル的

な廃棄物の処理施設群である。団地の基盤整備については、札幌市が平成６年から平成８

年にかけて行い、処理施設の建設・運営は、民間処理事業者、第三セクター及び札幌市の

３事業主体が各々行っている。 

    団地内には、「リサイクル資料館」と福利厚生施設「ふれあいホール」があり、リサイク

ル資料館の１階では、団地内で操業する各施設の処理工程パネルやリサイクル品等が展示

され、２階は団地見学者への総合的な説明の場や、研修・会議等の会場として利用されて

いる。 

本事業は、札幌市からの受託事業として、リサイクル団地参入企業間の連絡調整、共用 

施設や団地内道路の維持管理等の業務を実施している。 

現在、約23haの団地内に、民間6社、当公社、及び札幌市の9施設が稼働している。 

 

  ■ 業務内容 

     ア リサイクル団地の連絡調整・見学対応等業務 

     イ リサイクル資料館・ふれあいホールの維持管理業務 

     ウ 井水供給設備の維持管理業務 

     エ リサイクル団地内市道の点検、清掃、除排雪業務 

     オ リサイクル団地協議会の開催 

カ その他管理業務 

 

  ■ 見学実績 

平成29年度のリサイクル団地の見学実績は、件数164件､見学者数3,294人であった。 

 

≪グラフ3-13 リサイクル団地見学者実績（年度別）≫ 
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【図3-7 札幌市リサイクル団地 施設配置図】 
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３－４ 大型ごみ収集センター管理運営事業 （決算額 24,938,935円） 

 ■ 事業の概要 

           札幌市は、平成９年度から開始した家庭から排出される｢大型ごみ｣の戸別収集への変更及

び有料化に伴い、市民からの収集依頼等の電話受付を大型ごみ収集センターで行っている。  

本事業は、札幌市からの受託事業であり、同市が別途発注する受付業務受託者及び収集業

務受託者等の連絡調整の窓口となり、大型ごみ収集に係る受付から収集までの一連の作業を

円滑に行うための総括調整業務を実施している。 

なお、当公社は、平成11年4月から管理運営業務を札幌市より受託し実施している。 

 

 ■ 業務の内容 

大型ごみ、リサイクル品の収集受付及び収集作業を円滑実施するための総括調整 

    ① 札幌市及び電話受付業務受託者との連絡調整 

    ② 収集車両台数の調整、未収集物に係る連絡調整 

    ③ 電話受付業務受託者が回答困難な苦情・問い合わせ等への対応 

   

 ■ 29年度の実績 

    ① 収 集 量   10,882ｔ  （計画量：10,300ｔ） 

    ② 受付件数  452,107件 （計画量：427,500件） 

    ③ 収集件数  310,025件 （計画量：294,300件） 

    ④ 収集個数  790,154個 （計画量：740,100個） 

 

≪グラフ3-14 大型ごみ収集量（年度別）≫ 
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≪グラフ3-15 収集品目大分類内訳≫ 

 

 

 グラフ3-16 主な収集品目（上位10品目）≫ 

  

  

電気･ｶﾞｽ･石油・

ちゅう房機器

77,109 個

（9.7%）

寝具･家具･建具
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趣味･ｽﾎﾟｰﾂ･
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 4事業系ごみ収集運搬事業 （決算額 6,290,396,493円） 

■ ごみ収集量について（表4-1、4-2参照） 

① 総収集量 

ⅰ） 体積では、1,054,537㎥と前年度実績1,038,963㎥に比較し1.5％の増加、札幌市へ支

払う処分手数料等の基礎となる重量でも、171,482t と前年度実績 169,101t に比較し

1.4％の増加となった。 

ⅱ） ごみ種別の「体積」では、一般ごみ（2.4％）、生ごみ（2.9％）、不燃用プリペイド袋

（1.6％），剪定枝（33.3％）は増加となったが、資源化ごみ（△4.9％）、びん・缶・ペ

ットボトル（△2.4％）は減少となった。 

ⅲ） 「廃棄ごみ」（清掃工場、埋立地へ搬入する一般ごみ）の収集量は、体積で総収集量の

80.8％、また、資源化ごみや生ごみなどの「リサイクルごみ」の収集量は、総収集量の

19.2％となった。 

② 廃棄ごみ収集量  

   収集量は、851,896㎥と前年度の832,816㎥に比較し、2.3％の増となった。 

③ リサイクルごみ収集量  

ⅰ) 資源化ごみ（木くず、紙くず、廃プラスチック類） 

固形燃料（ＲＤＦ）の原料として、ごみ資源化工場へ搬入した。 

収集量は、107,095㎥と前年度の112,670㎥に比較し4.9％の減少となった。 

ⅱ） 生ごみ 

飼料や堆肥の原料として、東区中沼の札幌飼料化リサイクルセンター、南区定山渓の環

生舎へ搬入した。 

収集量は49,601㎥と前年度の48,181㎥に比較し2.9％の増加となった。 

なお、札幌市教育委員会では、食育教育の一環として、学校給食での残食を一部堆肥化

し、その堆肥を利用し契約農家が作付けをしたレタス、とうもろこし、玉ねぎなどを給食

メニューに使った「さっぽろ学校給食フードリサイクル」事業を展開しており、市内の301

小中学校が参加し各リサイクル施設への搬入に協力している。 

ⅲ） 不燃用プリペイド袋（資源物・燃やせないごみ専用袋） 

不燃用プリペイド袋に混入している、びん・缶、金属などの再生可能な資源物をリサイ

クルするため、篠路資源化センターへ搬入した。 

収集量は26,768㎥と前年度26,356㎥に比較し1.6％の増加となった。 

ⅳ) 剪定枝 

樹木の剪定枝、幹、根など堆肥、畜舎の敷きわら及び燃料チップにリサイクルするため、

篠路資源化センター内へ搬入した。収集量は2,556㎥と前年度1,917㎥に比較し33.3％

の増加となった。この主な要因は、小中学校などの剪定枝の増加によるものである。 
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ⅴ） びん･缶･ペットボトル 

中沼資源選別センター及び駒岡資源選別センターへ搬入した。 

収集量は16,621㎥と前年度17,023㎥に比較し2.4％の減少となった。 

 

④ 家庭用パソコンのリサイクル（回収メーカー不在又は自作パソコン等） 

資源有効利用促進法により、家庭系パソコンは、各メーカーが回収しているが、自作パソコ

ン等は当公社で収集しており、平成 29 年度は、パソコン本体等 27 台、ブラウン管ディス

プレイ等34台の合計61台を収集した。 

 

■ 契約件数 

 平成29年度末現在の伝票収集による契約件数は9,996 件、プリペイド袋収集による契約件

数は22,316件の合計32,312件となり、前年度から802件増加した｡ 

 

■ 重点事業 

① 事業系ごみ収集運搬の効率化 

ⅰ） 収集回数の削減に向けた取組 

曜日別・ごみ種別に見直しが可能な３つの収集コースの見直しをするとともにプリペイド

袋収集事業所の1回当たりの収集量が少ない事業所に対して「電話注文による収集」や「収

集回数の見直し」などの変更折衝を行った。  

ⅱ） 収集作業の効率化に向けた取組 

当日の電話受付による収集を原則廃止して翌日収集へ誘導することにより、収集ルートの

戻りをなくすなどの効率化を進めた。 

② 顧客サービスの向上 

ⅰ） 作業評価制度の充実 

    ごみ収集作業における交通事故・作業事故・計量ミス等の業務事故の未然防止や代行各社

間の収集作業レベルの平準化によるサービス向上を目指し、これらの事故をスコア化し、

代行各社が自ら重点的に事故防止対策を講じられるよう、作業評価制度の充実を図った。 

ⅱ） ごみ収集マイスター制度の充実 

収集員の作業における技能・安全意識の向上、顧客満足度の高いサービスの提供、安心・

安全と信頼性の確保などを目的とした「ごみ収集マイスター認定制度」では、平成 29 年

度も 11 名を新たに認定し、合わせて２２名が「ごみ収集マイスター」として収集作業に

精励している。 

 ⅲ） 情報伝達の迅速化 

    排出事業者からの問合せや不適物残置等の情報を代行各社と共有するため、グループウェ

アや業務管理システムを活用した情報伝達手法の改善を図り、電話本数を削減した。 
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③ 家庭系一時多量ごみの収集におけるサービスの拡大と広報の充実 

    ・市民の引越ごみなど「家庭系一時多量ごみ」の収集については、収集車を横付けでき

るところまで出していただくことを前提に収集を行っていたが、高齢者など建物外に持

ち出しのできない市民の要望に応えて、代行の中の 1 社の協力を得て、「運び出し作業

（有料）」のサービスを開始した。 
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【表4-1  平成29 年度 収集量（体積）】          （単位：㎥） 

項目 

 

 

月 

総量 

（体積） 

内    訳 

廃棄ごみ リサイクルごみ 

一般ごみ 資源化ごみ 生ごみ 
不燃用 

プリペイド袋 
剪定枝 

びん・缶 

ペットボトル 

4 月 84,540 67,786 9,551 3,762 2,182 30 1,229 

5 月 88,527 71,160 8,930 4,512 2,255 276 1,394 

6 月 88,479 70,732 9,308 4,298 2,315 372 1,455 

7 月 90,905 73,038 8,803 4,690 2,303 487 1,583 

8 月 90,180 73,485 8,204 4,340 2,440 83 1,630 

9 月 89,195 72,182 8,785 4,430 2,206 129 1,462 

10 月 91,408 73,329 9,191 4,499 2,282 696 1,411 

11 月 88,224 71,455 8,621 4,193 2,187 463 1,303 

12 月 92,861 75,466 9,658 4,005 2,351 17 1,363 

1 月 81,389 66,885 7,818 3,397 2,048 0 1,240 

2 月 78,976 64,138 8,165 3,531 1,938 0 1,205 

3 月 89,853 72,241 10,060 3,945 2,259 2 1,346 

合計 1,054,537 851,896 107,095 49,601 26,768 2,556 16,621 

割合 100％ 80.8％ 10.2％ 4.7％ 2.5％ 0.2％ 1.6％ 

28 年度 1,038,963 832,816 112,670 48,181 26,356 1,917 17,023 

前年比 1.5% 2.3% -4.9% 2.9% 1.6% 33.3% -2.4% 

                      ※数値は四捨五入のため、合計数値と内訳値が一致しない場合がある。 

 

《グラフ 4-1 収集量（体積）の推移》 

（単位：千㎥） 
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【表4-2  平成29 年度 収集量（重量）】          （単位：ｔ） 

項目 

 

 

月 

総量 

（重量） 

内    訳 

廃棄ごみ リサイクルごみ 

一般ごみ 資源化ごみ 生ごみ 
不燃用 

プリペイド袋 
剪定枝 

びん・缶 

ペットボトル 

4 月 13,553 10,711 806 1,749 190 2 95 

5 月 14,434 11,400 690 2,032 187 20 105 

6 月 14,349 11,440 708 1,878 189 27 106 

7 月 15,097 12,230 691 1,836 181 46 114 

8 月 14,887 12,646 660 1,262 193 10 115 

9 月 14,473 11,746 666 1,768 175 9 108 

10 月 14,650 12,034 702 1,576 184 50 104 

11 月 14,119 11,600 674 1,516 181 49 99 

12 月 15,348 12,588 806 1,628 209 2 115 

1 月 13,352 11,006 660 1,396 183 0 107 

2 月 12,705 10,387 649 1,400 169 0 100 

3 月 14,516 11,657 871 1,685 196 1 107 

合計 171,482 139,444 8,584 19,726 2,237 217 1,274 

割合 100％ 81.3％ 5.0％ 11.5％ 1.3％ 0.1％ 0.7％ 

28 年度 169,101 134,585 9,057 21,716 2,255 144 1,344 

前年比 1.4% 3.6% -5.2% -9.2% -0.8% 50.9% -5.2% 

※数値は四捨五入のため、合計数値と内訳値が一致しない場合がある。 

 

《グラフ 4-2 収集量（重量）の推移》 

（単位：百ｔ） 
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【プリペイド袋の販売】 

  少量排出事業所向けに、プリペイド方式のごみ袋を店舗等で販売している。 

平成29年度の販売数は、390,111セットと、前年度実績の380,884セットに比較して9,227セ

ット、2.4％増加した。 

 

【表4-3 平成29 年度 プリペイド袋販売実績】    （単位：セット） 

販  売  店 販売数（セット） 備   考 

市  民  生  協  ２２，７００ 25 店舗 

セ イ コ ー マ ー ト ２１２，７００ 330 店舗 

す ず ら ん 物 産 ８１，９５２ - 

市 庁 舎 売 店 等  ４，８２８ 12 店舗 

商 店 街 組 合 等  ６，９６０ 5 団体 

宅        配 ５３，９９０ 宅配業者 

そ の 他 ６，９８１ 公社営業職員持参 

合        計 ３９０，１１１  

 

 

【表4-4 年度別 種類別プリペイド袋販売実績】  （単位：セット） 

      項 目 

 

年 度 

２０リットル ４０リットル 
総販売数 

可  燃 可  燃 不  燃 

平成２９年度 13,560 305,028 71,577 390,111 

平成２８年度 12,830 298,672 69,382 380,884 

平成２７年度 13,564 288,662 67,135 369,361 

平成２６年度 11,930 267,523 62,892 342,345 

平成２５年度 11,664 267,609 68,924 348,197 

平成２４年度 13,313 320,651 83,699 417,663 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


